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今月の表紙　 小学校交通安全教室　～右！左！前！交通ルールを学びました～

温故知新

育成牛の生産に携わる

高台　尾 形 正 王 さん

特集 参議院選挙の投票日は７月の予定です！

後期高齢者医療制度のお知らせ



ま
た
、
体
の
不
自
由
な
人
に
つ
い
て

は
、
付
添
い
の
人
も
投
票
所
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
の
当
日
に

仕
事
や
旅
行
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

投
票
で
き
な
い
人
が
事
前
に
投
票
を
済

ま
せ
て
お
く
制
度
で
す
。
手
続
き
も
簡

単
で
す
の
で
、
棄
権
し
な
い
よ
う
、
ぜ

ひ
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
の
期
間
は
、
６
月
25
日

か
ら
７
月
10
日
ま
で
の
毎
日
で
す
。
時

間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま

で
で
す
。
投
票
す
る
場
合
は
、
入
場
券

を
持
っ
て
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
議
事

堂
１
階
の
町
民
懇
談
室
）
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

長
期
間
出
張
な
ど
で
町
外
に
在
住
し

て
い
る
場
合
は
、
告
示
前
で
も
不
在
者

投
票
の
請
求
（
投
票
用
紙
の
取
り
寄
せ
）

が
で
き
ま
す
。
こ
の
請
求
の
後
、
公
示

の
翌
日
以
降
は
滞
在
先
の
最
寄
り
の
市

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
行
え
ま
す
。
な
お
、
不
在
者
投
票
用

紙
の
交
付
な
ど
は
す
べ
て
郵
便
で
の
や

り
取
り
と
な
り
、
日
数
を
要
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
指

定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い

る
場
合
も
、
そ
の
施
設
内

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
、
早
め
に
施
設
長

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
冒
頭
に
ふ
れ
ま

し
た
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
さ
れ
、
３
カ
月
に

満
た
な
い
方
も
、
転
入

前
の
市
町
村
又
は
津
別

町
で
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

開
票
は
、
午
後
８
時
か
ら
中
央
公
民

館
で
行
い
ま
す
。
参
観
は
自
由
で
、
参

観
人
名
簿
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
の

上
、
所
定
の
場
所
で
参
観
願
い
ま
す
。

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

投
票
所
へ
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
、

自
宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

既
に
交
付
を
受
け
た
人
は
有
効
期
限
内

か
ど
う
か
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
な

お
、
次
の
q
か
ら
e
ま
で
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

q
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

・
両
下
肢
な
ど
の
障
害
で
、
１
級
ま
た

は
２
級
の
人
　

・
内
臓
機
能
障
害
で
、
１
級
ま
た
は
３
級

の
人

・
免
疫
障
害
で
、
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
人

w
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

・
両
下
肢
な
ど
の
障
害
で
、
特
別
項
症

か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
人

・
内
臓
機
能
の
障
害
で
、
特
別
項
症
か

ら
第
３
項
症
ま
で
の
人

e
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
、
要
　

介
護
５
の
人

今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て

津
別
町
で
投
票
で
き
る
人
は
、
次
の
q

と
w
の
条
件
を
満
た
す
人
で
す
。

q
平
成
22
年
３
月
23
日
ま
で
に
津
別
町

に
住
民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
町
内
　

に
住
ん
で
い
る
こ
と
。

w
平
成
２
年
７
月
12
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
こ
と
。

な
お
、
平
成
22
年
４
月
12
日
以
降
に

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
後
に
説
明
し
ま
す
。

今
回
の
投
票
は
、
従
来
ど
お
り
北
海

道
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙（
選
挙
区
）
を

先
に
行
い
ま
す
。
受
付
で
入
場
券
を
提

示
し
、
薄
い
黄
色
の
選
挙
区
投
票
用
紙

を
受
け
取
り
ま
す
。
次
に
記
載
所
で

「
候
補
者
の
氏
名
」
を
記
載
し
投
票
し

ま
す
。
な
お
、
選
挙
区
の
投
票
で
は

「
入
場
券
は
持
っ
た
ま
ま
」
と
な
り
ま
す
。

選
挙
区
の
次
は
、
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙（
比
例
代
表
）
の
投
票
で
す
。
比

例
代
表
の
受
付
で
「
入
場
券
を
渡
し
」、

白
色
の
比
例
代
表
投
票
用
紙
を
受
け
取

り
ま
す
。
こ
こ
で
の
記
載
は
、
非
拘
束

名
簿
式
で
す
の
で
「
候
補
者
氏
名
」
ま

た
は
「
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名

称
」
の
い
ず
れ
か
を
記
載
し
ま
す
。

投
票
の
順
序
は
、
下
の
図
の
と
お
り
で

す
。
記
載
所
の
氏
名
掲
示
や
投
票
用
紙

の
注
意
書
き
な
ど
を
よ
く
見
て
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

入
場
券
は
、
選
挙
人
の
確
認
書
で
あ

り
、
受
付
や
投
票
用
紙
交
付
の
際
の
整

理
券
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
忘
れ
た
人
は
再
交
付
の

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
受
付
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
氏
名
や
住
所
な
ど
記
載
内

容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
直
ち
に

選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
当
日
の
投
票
時
間
は
、
町
内
全

投
票
所
と
も
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
で
、
２
時
間
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

�

最
初
は
選
挙
区
か
ら
投
票
で
す

投
票
の
順
序

現
在
、
７
月
11
日
を
投
票
日
と
し
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
、

棄
権
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

参
議
院
選
挙
の
投
票
日
は

７
月
の
予
定
で
す
！

町内の各投票場所

期
日
前
投
票
は
７
月
10
日

ま
で
実
施
し
ま
す

長
期
出
張
者
・
入
院
者
の
方
は

不
在
者
投
票
を
お
願
い
し
ま
す

重
度
障
害
の
人
は
、

自
宅
で
投
票
も
可
能
で
す

投
票
の
で
き
る
人

次
に
比
例
代
表
の
投
票
で
す

入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

投
票
時
間
は
午
後
６
時
ま
で
で
す

即
日
開
票
で
行
い
ま
す

最 初 に 選 挙 区 か ら 投 票 を し ま す 次 に 比 例 代 表 の 投 票 を し て く だ さ い

入 

場 

券�

選挙区の受付

記載台� 投
票
箱�

入 

場 

券�

投
票
用
紙�

比
例
代
表�

記載台� 投
票
箱�

選挙区の記載 投　　票 投　　票比例代表の記載投票用紙の交付比例代表の受付

受付で入場券を提示します

投票用紙の交付
選挙区(薄い黄色)の投票
用紙をもらいます

入場券は持ったままです 入場券は持ったままです 比例代表(白色)の投票
用紙をもらいます

→ → → → → → →

選挙に関するお問い合わせは、津別町選挙管理委員会まで

議会議事堂１階・町民懇談室 †76－2155（内線286・333）

終わりです候補者名を書きます 入場券を渡します 候補者名または政党その他の
政治団体の名称を書きます

お
知
ら
せ
す
る
内
容
は
、
７
月
11
日
を
投
票
日
と
し
た
場
合
の
日
程
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
票
日
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。



1 5万円※
（特別控除額）

区 均等割 所得割　 平成２２年度

分 軽　減 軽　減　 年間保険料

夫 ９割　　　　　　 ４,４００円

妻 ９割　　　　　　 ４,４００円

夫 ８.５割 ６,６００円

妻 ８.５割　　　　　　　　６,６００円

夫 ８.５割 ５割　　 １４,３００円

妻 ８.５割 ６,６００円

夫 ５割 ５割　 ３５,９００円　

妻 ５割　　　　　　２２,０００円　

夫 ２割 ５割　　 ６５,１００円

妻 ２割　　　　　 ３５,３００円

夫　　　　　　　　 １４３,９００円

妻　　　　　　　　 ４４,１００円

◆均等割の軽減（年額）
● 軽減は、加入者と世帯主の所得の合計で判定します。

● 加入者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

後期高齢者医療制度では、２年ごとに保険料率を決めており、平成22・23年度は新しい保険料率になります。

+

平成22年度の保険料額は、６月に個別にお知らせします

● １年間の保険料の上限額は50万円です。

● 年度途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

=
均　等　割

【１人当たりの額】

44,192円

１年間の保険料

(100円未満切り捨て）

3 3 万円
（軽減判定の所得）

８.５割軽減－ ＝－
1 2 0 万円

（公的年金等控除額）

例）年金収入168万円の１人世帯の軽減判定の所得の求め方

168万円
（年金収入）

所得が次の金額以下の方

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方

33万円かつ加入者全員が年金収入80万円以下で他の所得がない

33万円

33万円+（24万５千円×世帯主以外の加入者数）

※単身世帯の方は、該当しません

33万円+（35万円×世帯の加入者数）

９割軽減

８.５割軽減

５割軽減

２割軽減

44,192円
44,192円

44,192円

44,192円

所 得 が 次 の 金 額 以 下 の 世 帯

所　得　割

【本人の所得に応じた額】

（所得－33万円×10.28％）

口座振替への変更をご希望される方は、役場後期高齢者医療制度担当窓口へお申し出ください。

【お申し出の際に必要なもの】
本人の保険証、預金通帳、お届け印

保険料の支払方法を、口座振替に変更できます

4 , 4 0 0円
6 , 6 2 8円

22 , 0 9 6円

35 , 3 5 3円

軽減割合 軽減前(年額) 軽減後(年額)

軽減割合

５ 割 軽 減

◆所得割の軽減

● 加入者個人の所得で判定します。

◆被用者保険の被扶養者だった方の軽減

この制度に加入したとき、サラリーマンなどの健康保険の被扶養者だった方は、所得割はかからず、

均等割が９割軽減となります。市町村国保や国民健康保険組合は除きます。

均等割　９割軽減（年額4 , 4 0 0円） 所得割　かかりません

■ 平成22・23年度の保険料率

災害等で重大な損害を受けたときや失業その他特別な事情で、生活が著しく困窮し、保険料の納付が困難

な方については、保険料が減免となる場合があります

詳しくは、役場後期高齢者医療制度担当窓口へお問い合わせください。

■ 保険料の減免

均等割　 所得割　 平成２２年度

軽　減　 軽　減　 年間保険料

８０万円 ９割　　　　　　　 ４,４００円

１５３万円 ８.５割　　　　　　 ６,６００円

１６８万円 ８.５割　 ５割　 １４,３００円

１８０万円 ２割　 ５割　　 ４９,２００円　

２１１万円　　　　 ５割　　 ７４,０００円

２５０万円　　　　　　　　　 １４３,９００円

※65歳以上の方の公的年金に係わる所得については、さらに15万円を引いた額で判定します。

■ 保険料の軽減

■ 年間保険料額の例（年金収入のみの例）

例として掲載したもので、世帯区分や年金以外の所得などにより、実際の年間保険料額は異なります。

◆単身世帯（世帯主）の場合 ◆ 夫婦２人世帯（２人とも加入者）で、

妻の年金収入が80万円以下の場合

お　　問　　い　　合　　わ　　せ　　先

北海道後期高齢者医療広域連合

住所　〒060－0062

札幌市中央区南２条西１４丁目　

国保会館６階

† 011－290－5601

津別町役場保健福祉課

後期高齢者医療担当　　６番窓口

† 0152－76－2151(内線228・229)

年金収入

８０万円

１５３万円

１６８万円

１８０万円

２１１万円

２５０万円

年金収入



５月９日、緑化や環境意識の高揚を図

るために共和の町有地で町民植樹祭が行

われ、緑の少年団など95人がカラマツの

苗木400本の植樹を行いました。

役場前で行われた開会式では「母の日

ということで、母なる地球に感謝の意を

込めながら木を植えていきましょう」と

挨拶がされました。

この日の天候は曇りで植樹しやすい環

境で作業が行われ、作業は１時間程度で

終了。記念の標柱を立て、植樹された木

がやがて大きな樹木に成長し、緑豊かな

町になっていくことを願いました。

春の叙勲・瑞宝双光章を受章

津別町より顕彰状が贈呈

「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
日
」
を
前
に

投
げ
捨
て
ら
れ
た
大
量
の
ゴ
ミ
を
回
収

新
生
児
誕
生
祝
品
支
援
事
業

新
生
児
服
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

５
月
12
日
、
上
里
の
中
山
行
雄
さ
ん

の
指
導
林
家
認
定
証
伝
達
式
が
町
長
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

指
導
林
家
は
「
地
域
の
模
範
と
な
る

林
業
経
営
等
を
行
っ
て
い
る
者
」、「
人

格
・
見
識
が
優
れ
て
い
る
者
」、「
林
業

後
継
者
の
育
成
指
導
に
理
解
が
あ
り
、

積
極
的
に
指
導
活
動
が
出
来
る
者
」
な

ど
の
要
件
に
適
応
し
て
い
る
人
が
指
導

者
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

中
山
さ
ん
は
「
今
後
も
先
導
的
な
役

割
を
担
う
指
導
者
と
し
て
多
少
で
も
貢

献
出
来
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

東
部
森
林
成
瀬
室
長
よ
り
認
定
書
と
バ

ッ
ジ
、
腕
章
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
27
日
、
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
㈱
植
松
電
機
（
赤
平
市
）

専
務
の
植
松
　
努
さ
ん
を
招
い
て
、
理
科

特
別
授
業
（
津
別
小
学
校
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ

ト
教
室
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
６
年
生
（
34
人
）
が
理
科
室
で
、

ロ
ケ
ッ
ト
キ
ッ
ト
の
組
立
後
、
グ
ラ
ン
ド

で
全
校
児
童
、
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
が
見
学
に
訪
れ
る
中
、

「
３
・
２
・
１
」
の
秒
読
み
で
点
火
装
置

を
押
す
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
は
白
い
煙
を
噴
出

し
て
上
昇
し
、
グ
ラ
ン
ド
に
は
大
き
な
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

児
童
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
仕
組
み
、
火
薬

の
有
益
な
利
用
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

津
別
高
校
で
全
校
生
徒
１
４
５
人

に
よ
る
市
街
地
全
域
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
５
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。午

後
か
ら
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ

て
本
岐
方
面
や
、
市
街
地
周
辺
道
路
、

国
道
２
４
０
号
沿
い
な
ど
の
空
き

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
タ
バ
コ
の
吸

い
殻
等
の
ゴ
ミ
を
約
２
時
間
に
わ
た

っ
て
拾
い
集
め
ま
し
た
。

昭
和
58
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
の
活
動
も
今
年
で
28
回
目
を
迎

え
、
肌
寒
い
天
候
の
中
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
局
長
を
始
め
、
多
く
の
生
徒

の
真
面
目
に
拾
っ
て
い
る
姿
が
見
う

け
ら
れ
ま
し
た
。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

津
別
高
校
生
が
ゴ
ミ
拾
い

津別小学校で理科特別授業

ロケット打ち上げ実験

本
年
の
新
規
事
業
で
、
新
生
児
が
誕
生

し
た
家
庭
に
対
し
祝
意
を
表
し
、
健
や
か

な
成
長
を
祈
念
し
、
町
内
の
縫
製
工
場
で

生
産
さ
れ
た
新
生
児
服
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
る
新
生
児
誕
生
祝
品
支
援
事
業
の
第
１

号
は
、
４
月
15
日
に
生
ま
れ
た
岡
　
尚
之

さ
ん
と
貴
代
美
さ
ん
の
長
女
・
芽
衣
菜
ち

ゃ
ん
で
す
。

４
月
26
日
、
佐
藤
多
一
町
長
よ
り
お
母

さ
ん
の
貴
代
美
さ
ん
に
、
新
生
児
服
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。

新
生
児
服
が
入
っ
て
い
る
津
別
で
製
作

さ
れ
た
木
箱
の
中
に
は
、
町
長
か
ら
「
未

来
に
沢
山
の
可
能
性
を
も
っ
て
生
ま
れ
た

君
を
、町
の
み
ん
な
が
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

元
気
に
明
る
く
育
っ
て
」
と
直
筆
の
手
紙

が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

５月８日、「ごみゼロ運動の日」に合

わせて津別町と津別町環境衛生推進協

議会（渡邊勝年会長）が主催して、道

路クリーン作戦が行われました。

朝早くから多くの町民が集まり、ふ

れあいパークゴルフ場から美幌町との

境界までの町道３号線をバスで数人に

分かれ、捨てられていた空き缶や鉄の

棒など大量のゴミが拾われました。

今回620kgのゴミが収集され、中に

は車のタイヤやテレビなどの心無い不

当投棄が見られ、参加者の嘆きの声が

上がっていました。

地
域
の
森
づ
く
り
に
活
躍

中
山
さ
ん
が
指
導
林
家
に
認
定

平
成
22
年
度
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、

共
和
の
野
田
　
章
さ
ん
は
自
衛
官
と
し

て
危
険
性
の
高
い
公
務
に
従
事
し
た
社

会
貢
献
に
よ
り
、
防
衛
功
労
で
端
宝
双

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

大
通
の
土
田
一
晴
さ
ん
は
長
年
に
わ

た
り
学
校
薬
剤
師
を
務
め
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
を
守
り
続
け
た
功
績
に
よ
り
、

学
校
保
健
功
労
で
端
宝
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

５
月
７
日
、
栄
誉
あ
る
受
章
に
輝
い

た
二
人
の
方
に
、
佐
藤
多
一
町
長
よ
り

顕
彰
状
等
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
植
樹
祭
を
開
催
！

木
を
植
え
緑
豊
か
な
町
に

子
供
達
に
自
然
の
楽
し
さ
、
大
切

さ
を
学
ぶ
べ
く
、
５
月
16
日
の
午
前

と
午
後
に
21
世
紀
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

で
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
木
登
り
体
験
を

す
る
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験
会
（
主
催

津
別
「
元
気
の
森
」
利
用
促
進
実
行

委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

木
登
り
体
験
に
は
30
人
の
子
供
が

参
加
し
、
高
さ
約
20
ｍ
ほ
ど
の
木
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

今
年
は
去
年
参
加
し
た
子
供
も
い

た
た
め
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
頂
上
に
着

き
、
途
中
ツ
リ
ー
モ
ッ
ク
で
休
憩
す

る
な
ど
、
木
登
り
の
楽
し
さ
を
体
感

し
、
指
導
し
て
く
れ
た
方
々
と
木
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

自
然
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
実
感

21
世
紀
の
森
で
木
登
り
体
験



津
別
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、

農
業
に
従
事
。「
父
親
は
農
業
を
営
ん

で
い
て
、
畑
の
耕
作
は
馬
で
、
畑
に
は

大
木
の
伐
根
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
」
と

当
時
を
振
り
返
っ
て
く
れ
た
。

「
家
畜
商
は
、
父
親
が
馬
を
飼
っ
て
い

た
影
響
で
、
家
畜
の
取
引
を
行
う
た
め

免
許
を
取
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

平
成
元
年
、
58
歳
で
畑
作
部
門
は
息

子
さ
ん
に
経
営
を
移
譲
。「
私
は
育
成

牛(

離
乳
か
ら
初
回
分
娩
ま
で
の
牛)

の

飼
養
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

中
標
津
町
に
あ
る
ホ
ク
レ
ン
根
室
地

区
家
畜
市
場
へ
は
「
毎
月
１
回
、
情
報

を
得
る
た
め
行
っ
て
い
ま
す
。
中
標
津

空
港
に
は
羽
田
空
港
か
ら
の
直
行
便
が

あ
り
、
出
荷
は
内
地
の
バ
イ
ヤ
ー
（
買

い
手
）
が
主
で
す
」
と
話
す
。

「
育
成
牛
の
発
育
の
善
し
悪
し
は
、
乳

の
分
泌
や
繁
殖
に
影
響
す
る
と
言
わ
れ

て
、
牛
の
売
買
は
農
協
を
通
し
行
て
い

ま
す
が
、
相
場
の
状
況
、
牛
の
等
級
は

人
に
聞
い
た
話
で
は
だ
め
で
、
自
分
の

肌
で
直
接
感
じ
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ

ん
」
と
話
さ
れ
た
。

「
私
の
趣
味
は
、
庭
木
の
手
入
れ
と
、

牛
の
背
中
を
見
る
こ
と
で
、
愛
情
を
込

め
、
手
を
掛
け
れ
ば
必
ず
報
い
て
く
れ

ま
す
」
と
語
る
。

本
年
４
月
、
宮
崎
県
で
口
蹄
疫
（
家

畜
な
ど
が
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
の
伝

染
病
）
が
発
生
し
、
感
染
は
過
去
の
例

を
上
回
る
最
大
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

「
口
蹄
疫
は
人
に
感
染
せ
ず
、
人
体
へ

の
影
響
は
な
い
が
、
牛
や
豚
な
ど
が
大

量
に
殺
処
分
さ
れ
て
い
て
、
被
害
の
拡

大
が
心
配
で
す
」
と
話
さ
れ
た
。

農
業
の
基
幹
作
物
で
あ
る
「
て
ん
菜
」

は
輪
作
体
系
上
、
不
可
欠
な
作
物
。
本

町
は
、
日
本
甜
菜
製
糖
㈱
美
幌
製
糖
所

の
集
荷
区
域
で
、
時
期
に
は
北
海
道
て

ん
菜
協
会
か
ら
生
産
者
の
立
場
で
「
受

け
渡
し
並
び
に
測
定
立
会
人
」
を
委
嘱

さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
務
め
る
。

津
別
町
統
計
調
査
員
協
議
会
会
長

で
、
昭
和
43
年
12
月
１
日
、
統
計
調
査

員
に
任
命
依
頼
、
国
勢
調
査
を
は
じ
め
、

各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
て
い
て
、

責
任
感
と
積
極
的
な
行
動
で
、
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
尾
形
さ
ん
。

おがた　まさお　さん／昭和６年６月、津別町で生まれる／
78歳 ／高台在住

さ
ん

育
成
牛
の
生
産
に
携
わ
る

尾

形

正

王

【386】

お問い合わせ †76－2151税務担当（内線 220・221）
収納担当（内線218）

乳
幼
児
の
子
供
の
発
達
は
、
発
達

の
ス
ピ
ー
ド
も
そ
の
子
に
よ
っ
て

様
々
で
、
成
長
に
伴
っ
て
変
化
し
た

り
、
環
境
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
日
々
の
育
児
の
中
で

「
我
が
子
の
発
達
は
遅
い
の
だ
ろ
う
か
」

「
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」

と
悩
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

津
別
町
で
は
町
内
で
利
用
で
き
る

相
談
の
機
会
と
し
て
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

乳
児
健
診
・

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

身
体
の
大
き
さ
や
月
齢
に
あ
っ
た

発
達
が
見
ら
れ
て
い
る
か
、
耳
の
聞

こ
え
は
ど
う
か
、
治
療
に
つ
な
が
る

病
気
は
な
い
か
、
虫
歯
や
口
の
中
、

食
事
や
お
や
つ
、
生
活
習
慣
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
も
う
少
し
詳
し
い
相
談
を
し

た
方
が
よ
い
か
な
と
思
う
方
に
は
保

健
師
か
ら
お
勧
め
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

き
ら
き
ら
教
室

言
葉
や
指
さ
し
の
発
達
等
が
ゆ
っ

く
り
な
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
遊
び
を
通
し
て
お
子
さ

ん
の
持
っ
て
い
る
力
を
引
き
だ
し
た

り
、
お
子
さ
ん
へ
の
対
応
に
つ
い
て

相
談
に
の
り
ま
す
。

教
育
巡
回
相
談

北
海
道
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主

催
し
て
い
る
も
の
で
、
主
に
来
年
度

小
学
校
に
就
学
す
る
お
子
さ
ん
を
対

象
に
、
小
学
校
と
い
う
新
し
い
環
境

で
困
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ど
の

よ
う
な
準
備
を
し
て
い
く
と
よ
い
の

か
、
学
校
生
活
の
過
ご
し
方
や
学
習
、

家
庭
で
の
対
応
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
美
幌

町
で
夏
頃
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

移
動
総
合
相
談

北
見
児
童
相
談
所
か
ら
相
談
員
さ

ん
が
来
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
発
達
が

年
齢
相
応
な
の
か
、
し
つ
け
や
育
児

で
気
が
か
り
な
事
を
相
談
で
き
ま

す
。
ま
た
、
療
育
手
帳
の
更
新
な
ど

も
で
き
ま
す
。
今
年
は
７
月
、
９
月
、

12
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
病
院
や
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
、
言
葉
の
教
室
な
ど
お
子
さ

ん
に
合
っ
た
相
談
場
所
も
あ
り
ま
す

の
で
、
悩
ん
だ
と
き
に
は
気
軽
に
保

健
師
に
声
を
か
け
下
さ
い
。

今
回
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
今
年

の
４
月
か
ら
「
ラ
ン
プ
の
宿

森
つ

べ
つ
」
に
勤
務
し
て
い
る
西
山
弘
樹

さ
ん
。
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
は
津

別
町
で
過
ご
し
、
「
卒
業
後
は
こ
の

ま
ま
町
内
に
残
り
、
地
域
の
人
々
と

ふ
れ
合
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
、
ラ
ン
プ
の
宿
に
勤
め

ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
し
て
い
る
仕
事
は
フ
ロ
ン
ト

や
料
理
運
び
、
窓
拭
き
な
ど
の
掃
除

を
担
当
。
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

中
は
人
が
い
っ
ぱ
い
で
料
理
を
運
ぶ

の
が
大
変
で
し
た
が
、
自
分
の
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く

れ
る
の
は
や
っ
ぱ
り
嬉
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

休
日
は
趣
味
の
ド
ラ
イ
ブ
や
車
い

じ
り
を
し
て
い
る
西
山
さ
ん
。
「
た

ま
に
家
族
を
乗
せ
て
北
見
に
行
っ
た

り
し
ま
す
」
と
「
家
族
想
い
」
の
一

面
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
伺
う
と

「
お
客
さ
ん
が
自
分
の
し
た
サ
ー
ビ

ス
で
、
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
の
喜
ん
で
い
る
顔
が
見
た
い

西
山
　
弘
樹
　
さ
ん

にしやま　ひろき　さん／平成３年10月生まれ／

ランプの宿　森つべつに勤務／達美

子
供
の
発
達
に
つ
い
て

町
の
税
金
は
、
北
見
信
金
津
別
支
店

（
役
場
派
出
所
、
本
店
及
び
各
支
店
）
、
網

走
信
金
別
支
店
、
津
別
農
協
、
北
洋
銀
行

美
幌
支
店
、
北
海
道
内
全
て
の
郵
便
局
で

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
日
中
は
仕
事
等
で
金
融
機
関
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
』
、
『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま

う
』
等
の
方
は
、
口
座
振
替
制
度
の
ご
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

す
れ
ば
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振
替

に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

ら
、
金
融
機
関
に
行
く
手
数
が
少
な
く
、

ま
た
、
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な

く
大
変
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の

印
鑑
、
預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参

し
て
町
内
の
各
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。
振
替
口
座
の
変
更
が
な
け
れ

ば
毎
年
手
続
き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た

日
に
よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き

の
際
に
は
金
融
機
関
に
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替

制
度
の
ご
利
用
を

問い合わせ先 役場健康医療グループ　健康推進担当　†76－2151（内線231）

６
月
は
町
道
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
第

一
期
分
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、
６
月
30
日
で
す
。



詳しくは、厚生労働省北海道労働局職業安定部職業安定課　（†011－709－2311 内線3676）

または最寄りのハローワークにお問い合わせください。

現
在
、
子
ど
も
手
当
を
受
け
て

い
る
方
に
は
、
役
場
よ
り
現
況
届

が
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
６

月
末
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。こ

の
届
出
は
、
養
育
し
て
い
る

児
童
数
、
年
金
の
加
入
状
況
、
現

住
所
な
ど
を
確
認
し
、
子
ど
も
手

当
を
引
き
続
き
受
給
で
き
る
要
件

を
満
た
す
か
ど
う
か
確
認
す
る
た

め
の
大
切
な
も
の
で
す
。

現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
、

６
月
分
以
降
の
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
忘
れ
ず

に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
４
月
と
５
月
に
新
規
申

請
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
度
の
現
況
届
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
の
振
込
月
は
10
月
、

２
月
、
６
月
で
す
。

問
い
合
せ
先

役
場
福
祉
担
当

†
76
｜
２
１
５
１(

内
線
２
９
９)

受
験
資
格

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
５

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

受
験
申
込
期
間

６
月
22
日(

火)

〜
６
月
29
日(

火)

試
験
日

第
１
次
試
験
　
９
月
５
日(

日)

第
２
次
試
験
　
10
月
14
日(

木)

〜
21
日(

木)

の
指
定
す
る
日

問
い
合
せ
先

網
走
税
務
署
総
務
課

†
０
１
５
２
｜
43
｜
２
１
８
１

本
庁
舎
所
在
地

〒
０
９
３
｜
０
０
０
６

網
走
市
南
６
条
東
５
丁
目
９
番
地

代
表
電
話
番
号

†
０
１
５
２
｜
43
｜
２
１
８
１

本
庁
舎
で
の
執
務
開
始
日

平
成
22
年
６
月
21
日(

月)

５
月
中
に
平
成
22
年
度
の
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
付

書
の
発
送
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
納
税
通
知
書
が
送
付

さ
れ
て
い
た
の
に
、
ま
だ
手
元
に

届
い
て
い
な
い
方
や
不
明
な
点
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
担
当
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
月
は
町
道
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
の
納
付
書
が
発
送

に
な
り
ま
す
。

問
い
合
せ
先

役
場
税
務
担
当

†
76
｜
２
１
５
１(

内
線
２
２
０)

私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
水
道
。

安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
安
定

的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
に
も
、

資
源
で
あ
る
水
を
大
切
に
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

「
水
道
に寄

せ
る
信
頼飲

む
安
心
」

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

子
ど
も
手
当
の
現
況
届
が

必
要
と
な
り
ま
す
！

網
走
税
務
署
本
庁
舎
へ

移
転
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
国
家
公
務
員
採
用

（
税
務
）
試
験
の
お
知
ら
せ

自
転
車
の
ル
ー
ル

守
っ
て
い
ま
す
か

住民生活

グループ

†７６－２１５１

◎事務所荒らしの発生！

４月中、美幌町において、会社事

務所に忍び込み、現金を狙う事務所

荒らしが発生しています。

◎窃盗事件の発生！

４月中、美幌町内で、敷地内に置いていた機械や、

庭に植えた木や花が盗まれるといった窃盗事件が発生

しています。

◎振り込め詐欺被害にご注意ください。

学校や職場の名簿等を利用して、家族の実名で詐欺

の電話が掛かってきています。

家族の名前を名乗られても、「急にお金が必要になっ

た」「電話番号が変わった」などの怪しい電話の内容で

あった場合には、以前から使っていた電話番号に掛け

てみて本当の家族か確認しましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

小
学
生
や
中
学
生
、
高
校
生
、

そ
し
て
お
年
寄
り
ま
で
、
自
転
車

に
乗
る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
で
は

『
そ
の
他
の
車
両
』
と
さ
れ
、
自

動
車
同
様
、
交
通
違
反
者
に
は
、

厳
し
い
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
交
通
違
反
罰
則
の
一
例

・
酒
酔
い
運
転
　
・
信
号
無
視

・
夜
間
の
無
灯
火
　
・
ブ
レ
ー
キ

が
故
障
し
た
自
転
車
の
運
転

ま
た
、
平
成
20
年
６
月
の
道

路
改
正
に
よ
り
、
13
才
以
下
・

70
才
以
上
・
身
体
障
が
い
者
の

方
や
車
道
の
走
行
が
危
険
な
場

合
は
、
自
転
車
で
歩
道
を
走
行

し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。し

か
し
、
歩
道
は
あ
く
ま
で

も
歩
行
者
優
先
の
道
路
で
す
。

民
事
責
任
判
決
で
は
、
歩
行
者

を
負
傷
さ
せ
た
自
転
車
の
運
転

者
に
数
千
万
円
の
損
害
賠
償
金

が
命
じ
ら
れ
た
事
例
が
あ
り
ま

す
。
絶
対
に
危
険
な
運
転
は
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

町
税
の
納
付
通
知
書
は

届
い
て
ま
す
か

派遣労働者やパートタイマーが被保険者となる基準が

「6ヶ月以上の雇用見込み」 ⇒　「31日以上雇用見込み」に緩和されました。

２　雇用保険料率の変更

◎「31日以上の雇用見込みがあること」とは・・・

○31日以上雇用が継続しないことが明確である場合を除き、この要件に該当することとなります。

○このため、例えば、次の場合には、雇用契約期間が31日未満であっても、原則として31日以上の雇用

が見込まれるものとして、雇用保険が適用されることとなります。

・雇用契約に更新する場合がある旨の規定があり31日未満での雇止めの明示がないとき。

・雇用契約に更新規定はないが同様の雇用契約により雇用された労働者が31日以上雇用された実績があるとき。

１　非正規労働者の方の雇用保険の適用範囲の拡大

平成22年度の雇用保険料率が、1000分の4.5引き上げとなりました。

区　　　　分　　　　　 雇用保険料率　　　　　被保険者負担　　事業主負担

一般の事業　　 11/1000⇒15.5/1000 6/1000 9.5/1000

農林水産・清酒製造業　　13/1000⇒17.5/1000 7/1000 10.5/1000

建設業　　　　 14/1000⇒18.5/1000 7/1000 11.5/1000

３　季節的に雇用される方の適用要件の緩和

パートタイマーであって、季節的に雇用される方は、被保険者にはなれませんでしたが、次のいずれ

の要件も満たしている場合は、短期雇用特例被保険者に該当することになります。

季節的に雇用される者であって

○4ヶ月を超える雇用見込みがあること

○1週間の所定労働時間が、週30時間以上であること

４　雇用保険に未加入とされた方の

遡及適用期間の改善(今後施行予定)

事業主から資格取得届が提出されていなかったために、未加入とされていた方は、これまで被保険者で

あったことが確認された日から2年前まで遡及適用が可能でした。

施行日(※)以降は、事業主から雇用保険料を天引きされていたことが給与明細等の書類により確認され

た方については、2年を超えて遡及適用が可能になります。

※本措置の施行日は、平成22年3月31日から9ヶ月以内の政令で定める日からとなります。

６
月
１
日
か
ら
７
日
は

水
道
週
間
で
す



民生委員児童委員は、地域の誰もが幸せで安心した生活がおくれ

るよう応援しています。何か心配ごとがありましたら下記までご相

談ください。

新
し

い

民
生
委
員

児
童
委
員 を

紹
介
し
ま
す

�

�

�

４
月
27
日
実
施
分
の
３
歳
児
健

診
で
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す
。

窪
田
　
海
莉
ち
ゃ
ん

佐
藤
　
美
桜
ち
ゃ
ん

柏
葉
　
真
由
ち
ゃ
ん

真
鍋
　
芽
衣
ち
ゃ
ん

問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
推
進

グ
ル
ー
プ
†
76
｜

２
１
５
１

広
報
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た

公
衆
浴
場
「
老
人
無
料
入
浴
券
」

の
お
知
ら
せ
で
、
「
自
宅
に
お
風

呂
が
な
い
こ
と
」
と
い
う
条
件
が

不
足
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫

び
し
て
追
加
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。

交
付
対
象
者

・
津
別
町
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

・
自
家
用
風
呂
が
な
い
こ
と

・
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

満
70
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

・
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

申
請
先

無
料
入
浴
券
は
、
申
請
し
な
け

れ
ば
交
付
さ
れ
ま
せ
ん

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑

※
代
理
受
領
の
場
合
は
、
対
象
者
と

代
理
者
の
印
鑑

申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ

役
場
　
保
健
福
祉
課

†
76
｜
２
１
５
１
（
内
線
２
３
３
）

①

北
見
保
健
所
保
健
師
に
よ
る

電
話
・
来
所
相
談
（
随
時
）

②

精
神
科
医
師
に
よ
る
思
春
期

相
談

☆

対
象
者：
中
学
生
、
高
校
生

な
ど
思
春
期
に
あ
る
者
、
思

春
期
の
子
ど
も
を
持
つ
親

☆

場
所：

北
見
保
健
所

☆

月
１
回
実
施

☆

予
約
制

③

専
門
医
に
よ
る
児
童
・
思
春

期
相
談

☆

対
象
者：

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
Ｌ
Ｄ
、

広
汎
性
発
達
障
害
の
疑
い
の

あ
る
児
童
生
徒
及
び
そ
の
親

☆

場
所：

北
見
保
健
所

☆

年
４
回
実
施

☆

予
約
制

連
絡
先

北
見
保
健
所
　

†
０
１
５
７
―
24
―
４
１
３
７

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

老
人
無
料
入
浴
券
を

交
付
し
て
い
ま
す

広げよう 地域に根ざした 思いやり

在宅生活関係

暮らし関係

家族の関係

育児教育関係

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

世帯主の所得が高いなど、国民年金保

険料の免除の対象とならない30歳未満

の方には若年者納付猶予制度、学生の

方には学生納付特例制度があります。

▼「未納」のままだと将来の年金に影響

若年者納付猶予、学生納付特例を受け

ずに「未納」にしていると将来の年金受

給に際し、未納期間が保険料納付の資格

期間から除外されてしまいます。

そこで、若年者納付猶予、学生納付特

例を受けるとその期間は、将来受ける年

金の受給資格期間に算入されます。

▼将来のため保険料の追納を

しかし、年金額には反映されません。

納付猶予、納付特例の期間について、

10年以内に追納すれば年金額に反映さ

れます。忘れずに納めましょう。

▼審査の基準

○若年者納付猶予制度

本人と配偶者の所得を審査します。

○学生納付特例制度　

本人の所得のみで審査します。

20代の方に納付猶予と特例

思
春
期
相
談
の
お
知
ら
せ

・夜間、休日にお子さんの急な病気で心配になったら、まず、小児救急電話相談(♯８０００)の利用を考

えましょう。小児科の医師や看護師からお子さんの症状に応じた適切な対処の仕方などのアドバイスが

受けられます。

・休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の高い患者さんを受け入れるためのものです。休日や

夜間に受診しようとする際には、平日の時間内に受診することができないのか、もう一度考えてみましょう。

・かかりつけの医師を持ち、気になることがあったらまずはかかりつけの医師に相談しましょう。

・薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しましょう。(薬のもらいすぎに注意しましょう。)

・同じ病気で複数の医療機関を受診することは、控えましょう。医療費を増やしてしまうだけでなく、重

複する検査や投薬によりかえって体に悪影響を与えてしまうなどの心配もあります。今受けている治療

に不安等があるときには、そのことを医師に伝えて話し合ってみましょう。

・後発医薬品(ジェネリック医薬品)は、先発医薬品と同等の効能効果を持つ医薬品であり、費用が先発医

薬品よりも安くすみます。「ジェネリック医薬品希望カード」を医療機関や薬局に提示することなどに

より、後発医薬品の利用について相談にのってもらうことができます。

現在、休日や夜間において、軽症の患者さんの救急医療への受診が増加し、緊急性の高い重症の患者さんの

治療に支障をきたすケースが発生しており、そのことが病院勤務医の負担が過重となる原因のひとつにもなっ

ています。また、休日・夜間は医療機関に支払われる医療費も高く設定されており、窓口負担も高くなります。

必要な人が安心して医療が受けられるようにするとともに、最終的に保険料や窓口負担として皆様に御負担

いただく医療費を有効に活用するため、医療機関・薬局を受診等する際には、以下のことに留意しましょう。

・薬は組み合わせによっては、副作用を生じることがあります。お薬手帳の活用などにより、すでに処方

されている薬を医師や薬剤師に伝え、組み合わせには注意しましょう。

医療機関・薬局の受診等にあたっての留意点

同
級
生
、
同
窓
生
を
装
う
電

話
は
毎
年
数
件
有
り
、
振
り
込

め
詐
欺
、
架
空
・
不
当
請
求
な

ど
に
巻
き
込
ま
れ
た
事
例
も
あ

り
ま
す
。
電
話
が
掛
か
っ
て
来

て
も
、
地
方
に
住
む
息
子
さ
ん

の
詳
細
を
知
ら
な
い
友
人
な
ら
、

な
る
べ
く
情
報
は
提
供
せ
ず
に
、

相
手
の
住
所
と
名
前
を
聞
い
て
、

息
子
さ
ん
か
ら
掛
け
直
さ
せ
る

と
い
う
方
法
で
対
処
す
る
の
も

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
１
つ

の
方
法
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
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問い合わせ先
商工観光グル
ープ
†76－2151
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同
級
生
を
装
う
不
審
電
話
に
注
意
を
！

19
歳
の
息
子
に
高
校
の

同
級
生
と
名
乗
る
女
性
か

ら
何
回
か
電
話
が
有
り
、

別
の
所
に
住
ん
で
い
る
と

言
う
と
「
ク
ラ
ス
会
を
開

く
の
で
、
住
所
と
電
話
番

号
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
同
級
生

な
ら
と
思
い
、
住
所
も
携

帯
番
号
も
教
え
て
し
ま

い
、
少
し
考
え
る
と
不
審

な
所
も
あ
っ
た
と
不
安
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
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大切な家族を守るため
住宅用火災警報器を設置しましょう。

平成２3年５月31日までとなっています。



津別峠が津別峠が55月月2828日に開通しました！日に開通しました！

問い合わせ先

津別観光協会

（役場産業課林政・商工観光グループ）

†76－2151 内線315

５月28日に津別峠の道々屈斜路津別線が開通しました。展望施設も５月28日

に開館し、トイレは24時間利用できます。

また、食堂も完備されており、うどんやそばを用意してお待ちしています。

屈斜路湖を見下ろす最高のビューポイント、中世ヨーロッパの古城をイメー

ジした展望施設から360度のパノラマをご覧ください。

（津別町のホームページでお知らせしています。）

津別峠から望む屈斜路湖のライブ映像（１時間おき

に変わります）が津別町ホームページからご覧にな

れます。

http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

7月3日（土）前夜祭

7月4日（日）本祭

●活汲小中リコーダー演奏会

●津別中学校吹奏楽部演奏会

●花火大会

●よさこい競演

●つべつ千人おどり

※ごみのお持ち帰り

にご協力ください！

津別観光協会

つべつ夏まつり実行委員会

主
催

●つべつ川のぼり大会

●ジェロ　オンステージ

●笑い飯、髭男爵

オンステージ

●山鳴太鼓保存会

30周年記念

太鼓フェスティバル

●カラオケ選手権　他

髭　

男

爵

笑

い

飯

危険物安全週間

ガソリンをポリ容器に入れて

はダメ！セルフスタンドでは顧

客が自らガソリンを容器に入れ

ることは出来ません！！

「実施期間」平成22年6月6日～6月12日

問い合わせ先 津別消防署　† 76－2189

推進標語 危険物　事故は瞬間　無事故は習慣

国民年金第１号被保険者（自営業者等）の方と第２号被保険者（厚生年金・共済年金加入者）の方とでは、将来

受け取る年金額に大きな差があります。

この差を解消するための上乗せ年金として、平成３年に創設されたのが「国民年金基金制度」です。この制度で、

第１号被保険者の方も将来受け取る年金額の上乗せが可能となりました。

【加入できるのは、次の条件をいずれも満たしている方です】
○20歳から60歳未満の方

○国民年金保険料を納めている方（農業者年金加入者を除く）

○道内に住民票のある方

【毎月の掛け金】
○毎月の掛け金は、一口6,350円から最高68,000円まで、加入時の年齢や性別、

給付の型によってお好きなコースを選ぶことができます。

○加入したときの掛金や受け取る年金額は変わりませんから、年齢が若いほどお得です。

【こんなメリットがあります】
○掛金は全額、社会保険料控除となり所得税、住民税が軽減されます。

○受け取る年金にも公的年金等の控除が適用され、税制面で大変お得です。

○保証付に加入した方が保証期間内に亡くなられた場合、遺族の方に一時金が支給されます。

【詳しく知りたい方へ】
○役場の戸籍年金担当にパンフレットを置いています。

○お問合せ先：北海道国民年金基金　†0120－65－4192

昨年も多くの方がク

リンソウまつりに訪れ、

初夏のひと時を楽しみ

ました。

遠くは札幌方面から

も見に来る方がいるな

ど、津別の花として定

着しつつあります。今年もみなさまのご来場を

お待ちしています。

◎日　 時　６月20日（日）午前10時～午後３時

◎場　 所　町民の森 自然公園（上里）

◎その他　マップのプレゼント、ミニ屋台、ミニ

コンサートも予定しています。無料送迎バスを

運行しますので、是非ご利用ください。（事前に申

込が必要です。定員になり次第締め切ります。）

・行き　町営バスターミナル（幸町）

１.午前10時00分 ２.午後１時15分

・帰り ランプの宿森つべつ前（上里）

１.午後０時30分 ２.午後３時30分

３.午後５時30分

問い合わせ先 津別観光協会（役場内）

†76－2151 内線315

第５回クリンソウまつり開催

外国人は「ルールを守って」適正に雇用しましょう。

・雇い入れる前に、就労が認められるか在留資格を

確認してください。

・外国人の雇入れと離職は、必ずハローワークに届

け出てください。

・社会保険の加入等の雇用管理は適正に行いましょう。

お問い合わせ

お近くのハローワーク又は

労働基準監督署　† 011－709－2311（内線3549）

ジ

ェ

ロ


